
令和８年度　横浜市神奈川図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・0歳から2歳の乳幼児と保護者対象おはなし会開催、
３歳から小学生対象おはなし会開催（各12回）

・３歳から６歳対象「どようびのおはなし会」開催
（12回）「おひざにだっこのおはなし会」開催（2
回）

・レファレンス回答結果を職員で共有し活用

・親子向けイベントの実施時にPR

・AIを活用した絵本推薦システム「ぴたりえ」を活用します ・「ぴたりえ」の推薦結果を発展させて資料を提供

・秋に展示を実施（1回）

・テーマ展示実施（26回）、読書の日展示実施（12
回）

・大人のための朗読会開催（12回）、読書活動推進講
演会開催（2月）、区民の推薦図書キャンペーン実施
（1月）

・1日図書館員実施（7月）、工作会実施（7月、11
月）、オリジナル絵本作成（7～8月、全5回）

・「あじさいの会」と連携しさわれる絵本の製作依
頼、展示を実施

・令和９年に迎える区制100周年に絡めた企画展示を
実施（２月）

・リストの更新やホームページでの発信

・布絵本の貸出を開始（4月）

・30冊購入

・外国語資料の収集（合計30冊）

・未就学児を対象として開催（3回）

・出前図書館の実施（2回）

・「おひざにだっこのおはなし会」開催（2回）（再
掲）

・パネル展の開催（11回）

・区施設間連携会議等でPR

・活動場所の提供、ボランティア交流会の開催（２
回）

・区読書活動関係機関連絡会の開催（2回）

・図書館見学、まちたんけんの実施（５回）

・学校司書研修の実施（6月）

・教職員向け貸出およびセット貸出の実施（随時）

・読み聞かせ講座（6月）ボランティアの活動相談
（随時）

4

・神奈川区地域子育て支援拠点と連携し、おはなし会を開催します。

・地域で活動する読み聞かせボランティア有志と連携して、読書活動推進事業を行います。

・区局と連携し、まちの魅力や地域情報など、区民に役立つ情報を発信します。

・グループ貸出の利用を促進します。

・「第三次神奈川区読書活動推進目標」を踏まえた取組を推進します。

地域と連携した活動の推進

・図書修理ボランティア、図書整理ボランティア、「どようびのおはなし会」ボランティアの活動を支援しま
す。
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学校教育への支援

・児童生徒の図書館見学等を受け入れます。また学校に出向いて授業支援等を行います。

・学校司書をはじめとした教職員に対し、学校図書館の環境整備相談やレファレンス、各種研修を行います。

・学校司書をはじめとした教職員に対し、学校教育で必要となる図書を貸し出します。

・学校で読書活動を支援するボランティアに対し、活動を支援します。

・子ども向けの体験型イベントを開催します。
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読書活動の推進

・りんごの棚を充実させます。

・さまざまな読書の形について知ることの出来る機会を増やします。

・古さや傷みの目立つ大活字コーナーの資料を刷新します。

・大人向け、子ども向けそれぞれについて、外国語の資料を収集します。

・図書館の蔵書をより効果的に見せる企画展示を実施します。

・地域団体・施設等、新たな連携先を開拓し、企画事業等を実施します。

目標

1

子育て支援に向けた取組推進

・ボランティアが絵本の読み聞かせや手遊びを行います。

・子ども向け本の紹介事業「図書館でなによむ？」に取り組みます

・「絵本セット」および「布絵本」「布おもちゃ」の貸出促進を図ります。

・司書がわらべうたや絵本の読み聞かせを行います。

・やさしい日本語と英語を使ったイベントを開催します。

2

あらゆる人が読書に親しむ機会の充実

・横浜グリーンエクスポに向け植物・園芸関係の資料の展示を行います。

・司書のおすすめ本を展示します

・大人向けの朗読会や講演会他イベントを開催します。



具体的取組内容（想定業務量）目標

・横浜グリーンエクスポに関連した資料30冊収集

・日本語学習のための資料（10冊）、哲学・宗教、社
会科学、自然科学、技術、言語の分野の参考書と基本
書（30冊）を収集

・自然科学の分野を重点的に収集

・自然科学の分野の資料、紙芝居、読み聞かせに向く
絵本を収集（85冊）

・レファレンス回答結果を職員で共有し活用

・パスファインダーの設置（4月）

・官報情報検索サービスの導入（4月）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・館内にポスターを掲示するとともに、新規登録や更
新時に案内を行う

・「ぴたりえ」の推薦結果を発展させて資料を提供

・リノベーションに関する関係機関ヒアリング実施
（４月；８件）

・リノベーションアンケート実施（４月～５月）

・上記意見聴取の結果も踏まえリノベーションの内容
検討、確定（３月）

・館内会議で、研修の受講者より報告と共有およびレ
ファレンス事例の共有を実施

・企画・演出力研修の受講（1回）、職場内での意見
交換（1回）

・積極的な研修参加
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司書職人材育成

・人材育成チーフを中心としたＯＪＴに取り組みます。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

・スキルアップのため、各種研修を受講します。
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神奈川図書館の再整備・機能拡張の検討及び修繕

7

レファレンスサービスの充実

・子ども向け本の紹介事業「図書館でなによむ？」に取り組みます。（再掲）

・レファレンスサービスについて、市民への周知および利用促進に努めます。

・新たなデータベースを提供し、利便性向上に努めます。
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デジタル技術の積極導入

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。

・電子書籍・雑誌について、利用を促進します。

・AIを活用した絵本推薦システム「ぴたりえ」を活用します。

図書資料の充実に向けた取組促進

6

・横浜グリーンエクスポに向け植物・園芸関係の資料を収集します。

・大人の本の充実に努めます。

・ティーンズ向け資料の充実に努めます。

・子どもの本の充実に努めます

・来年度の施工に向けて、神奈川図書館のリノベーションの検討準備を進め内容を確定させます。


